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洗
星
海
武
漢
か
ら
延
安
へ
l
《
生
産
大
合
唱
》
の
成
立
ま
で
1
は
じ
め
に
私
は
前
稿
で
、
「
人
民
音
楽
家
」
と
呼
ば
れ
、
現
代
中
国
で
最
も
有
名
な
作
曲
家
の
一
人
・
洗
星
海
(
一
九
O
五
1
一
九
四
五
)
が
留
学
先
の
パ
リ
か
ら
帰
国
し
た
後
、
上
海
と
武
漢
を
中
心
に
活
動
し
て
船
い
た
時
期
(
一
九
三
一
五
1
一
九
三
八
)
の
事
跡
を
考
察
し
た
。
伊
そ
の
中
で
、
一
九
三
八
年
一
O
月
、
武
漢
が
日
本
軍
に
陥
落
し
そ
ん
や
う
に
な
り
、
武
漢
在
住
の
知
識
人
が
圏
内
各
地
に
離
散
し
た
際
、
洗
叫
が
延
安
に
向
か
っ
た
の
は
、
洗
の
創
作
環
境
を
保
障
し
、
魯
迅
芸
術
か
学
院
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
と
共
に
、
洗
の
政
治
姿
勢
に
対
す
る
武
信
頼
感
の
不
足
か
ら
、
延
安
の
雰
囲
気
の
中
で
そ
の
政
治
的
成
長
を
海
促
そ
う
と
い
う
共
産
党
の
配
慮
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
延
安
一
時
に
着
い
た
洗
は
、
共
産
党
の
期
待
と
試
験
と
に
ど
の
よ
う
に
応
え
た
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
ま
ず
本
稿
で
は
創
作
活
動
を
中
心
に
考
察
し
よ
う
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
小
論
で
、
そ
の
全
貌
を
論
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平
居
高
志
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
特
に
、
洗
が
生
み
出
し
た
「
大
合
唱
」
と
い
う
様
式
に
よ
る
最
初
の
作
品
、
「
生
産
大
合
唱
」
が
4
脅
か
れ
る
ま
で
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
な
お
、
日
中
で
書
か
れ
た
=
一
種
類
の
洗
星
海
伝
の
う
ち
、
馬
可
に
よ
る
も
の
と
岩
崎
富
久
男
氏
に
よ
る
も
の
は
、
執
筆
者
の
逝
去
に
よ
っ
て
未
完
に
終
わ
り
、
共
に
洗
の
活
動
で
最
も
重
要
な
延
安
時
期
(
4
)
 
以
降
を
欠
い
て
い
る
し
、
唯
-
完
成
し
た
泰
啓
明
に
よ
る
も
の
は
、
戴
鵬
海
が
詳
し
く
指
摘
す
る
と
お
り
考
証
が
杜
撰
に
過
ぎ
る
。
音
楽
史
に
お
い
て
は
そ
れ
な
り
の
分
量
で
描
か
れ
て
お
り
、
膨
大
な
量
の
品
監
も
書
か
れ
て
は
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
は
洗
の
代
表
作
「
黄
河
大
合
唱
」
に
著
し
く
偏
っ
て
い
て
、
経
時
的
な
把
握
が
為
さ
れ
て
い
な
い
上
、
洗
星
海
に
対
す
る
政
治
的
立
場
か
ら
の
評
価
が
先
行
し
、
実
証
的
で
な
い
と
い
う
恨
み
も
残
る
。
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武
漢
ま
で
の
楽
曲
延
安
時
代
の
洗
星
海
作
品
の
特
長
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
は
武
漢
ま
で
の
彼
の
作
品
に
つ
い
て
、
確
認
を
し
て
お
き
た
い
。
洗
の
「
創
作
雑
記
」
(
以
下
「
雑
記
」
と
略
)
に
よ
れ
ば
、
洗
が
上
海
で
作
っ
た
歌
は
三
O
Oあ
ま
り
、
武
漢
で
は
一
O
O以
上
、
で
あ
る
。
し
か
し
、
洗
自
身
が
唆
昧
な
言
い
方
を
し
て
い
る
と
お
り
、
彼
が
救
亡
音
楽
運
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
作
っ
た
曲
と
い
う
の
は
、
熟
慮
し
て
書
い
た
「
作
品
」
で
は
な
く
、
そ
の
場
の
必
要
に
応
じ
て
即
興
的
に
書
い
た
短
小
な
歌
曲
が
多
い
。
そ
の
結
果
、
自
分
で
も
一
体
い
く
つ
の
曲
を
作
っ
た
の
か
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。
一
方
、
上
海
・
武
漢
時
代
の
作
品
で
『
洗
星
海
全
集
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
は
、
一
三
O
曲
で
あ
る
。
こ
の
中
に
器
楽
曲
は
存
在
せ
ず
、
全
て
が
声
楽
曲
で
あ
る
。
そ
の
性
質
に
つ
い
て
お
よ
そ
の
整
理
を
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
① 
上
海
時
代
(
一
九
三
五
年
秋
1
一
九
三
七
年
八
月
)
全
六
七
曲
う
ち
斉
唱
独
唱
重
唱
(
二
j
四
部
)
二
部
合
唱
四一一ムハ
占ハ
一
部
以
上
の
合
唱
う
ち
無
伴
奏
伴
奏
付
き
、
っ
ち
ピ
ア
ノ
そ
れ
以
外
こ
れ
ら
の
中
で
、
コ
一
O
小
節
以
下
の
曲
六
O
小
節
以
下
の
曲
九
O
小
節
以
下
の
曲
九
一
小
節
以
上
の
曲
同同同
一四
六
一
一一'六
五二
四
二
九
九五
武
漢
時
代
(
一
九
三
七
年
一
一
月
l
一
九
三
八
年
一
O
月
)
全
六
二
曲
う
ち
斉
唱
独
唱
重
唱
二
部
合
唱
=
一
部
以
上
の
合
唱
、
っ
ち
無
伴
奏
伴
奏
付
き
、
っ
ち
ピ
ア
ノ
そ
れ
以
外
こ
れ
ら
の
中
で
、
三
O
小
節
以
下
の
曲
② 
一一八九五四一一八三
八 三五回
同
六
O
小
節
以
下
の
曲
九
O
小
節
以
下
の
曲
九
一
小
節
以
上
の
曲
二
九
一四
同同
洗
は
一
九
三
七
年
八
月
二
O
日
に
、
上
海
在
住
の
演
劇
人
が
抗
日
を
軸
と
し
て
共
同
す
る
た
め
に
作
っ
た
上
海
戯
劇
界
救
亡
協
会
が
組
織
し
た
、
上
海
救
亡
演
劇
隊
第
二
隊
に
参
加
し
て
上
海
を
離
れ
、
内
陸
で
宣
伝
活
動
に
従
事
し
た
後
、
一
O
月
に
武
漢
に
到
着
し
た
。
こ
の
二
ヶ
月
間
に
作
ら
れ
た
曲
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
右
を
一
見
し
て
分
か
る
と
お
り
、
全
体
と
し
て
短
い
斉
唱
の
曲
が
多
い
。
そ
れ
は
、
音
楽
教
育
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
一
般
大
衆
を
対
象
と
す
る
と
い
う
救
亡
歌
詠
運
動
の
性
質
に
基
づ
く
。
そ
れ
ら
は
全
配
て
抗
日
に
向
け
て
情
報
を
伝
え
、
士
気
を
高
め
る
と
い
う
目
的
の
一
汗
貫
性
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
独
立
し
た
バ
ラ
バ
ラ
の
曲
で
ん
い
あ
る
。
洗
は
、
上
海
時
代
に
映
画
や
話
劇
の
音
楽
作
り
に
携
わ
っ
て
延
い
て
、
例
え
ば
、
話
劇
「
復
活
」
、
映
画
「
夜
半
歌
声
」
に
は
各
=
一
戸りか
曲
な
ど
、
一
つ
の
作
品
に
対
し
て
複
数
の
曲
を
作
っ
て
い
る
が
、
こ
民
れ
ら
と
て
、
一
体
と
し
て
構
想
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
海
上
海
時
代
と
武
漢
時
代
を
比
べ
て
み
る
と
、
武
漢
で
は
、
斉
唱
、
健
独
唱
と
い
う
単
旋
律
の
曲
が
少
し
減
っ
て
、
そ
の
分
、
二
部
以
上
の
合
唱
曲
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
雑
記
」
で
洗
自
身
が
言
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6
、
っ
と
お
り
、
上
海
で
は
救
亡
歌
曲
の
他
に
、
児
童
歌
曲
や
叙
情
歌
曲
も
作
っ
て
い
た
が
、
武
漢
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
救
亡
歌
曲
に
な
っ
た
と
い
う
内
容
上
の
変
化
も
あ
っ
た
。
伴
奏
付
き
の
曲
は
減
っ
た
が
、
小
節
数
を
目
安
に
考
え
る
に
、
曲
の
規
模
は
平
均
し
て
少
し
大
き
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
つ
の
テ
!
?
に
よ
る
単
一
楽
章
の
曲
で
は
、
表
現
で
き
る
も
の
に
も
自
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
唯
一
目
を
引
く
の
が
、
一
九
三
八
年
七
月
に
武
漢
で
作
ら
れ
た
「
闘
争
就
有
勝
利
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
血
債
」
「
倫
製
」
「
遺
嘱
」
と
い
う
三
つ
の
部
分
か
ら
成
る
。
洗
自
身
に
よ
っ
て
「
声
楽
套
曲
」
と
い
う
他
に
は
例
の
な
い
分
類
が
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
目
を
引
く
。
含
ま
れ
る
三
つ
の
楽
章
は
、
一
部
混
声
凹
部
合
唱
で
各
一
0
0小
節
以
上
、
合
計
三
五
O
小
節
あ
ま
り
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
付
き
と
い
う
突
出
し
た
規
模
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
作
詞
者
は
侯
唯
動
(
一
九
一
七
l
二
O
O
五
)
。
洗
に
侯
の
詩
の
存
在
を
知
ら
せ
、
作
曲
を
勧
め
た
の
は
、
一
九
一
二
八
年
の
武
漢
で
、
国
民
党
軍
事
委
員
会
政
治
部
第
三
庁
第
七
処
第
三
科
の
顧
問
的
立
場
に
あ
り
、
対
敵
工
作
に
携
わ
っ
て
い
た
日
本
人
・
鹿
地
亘
で
あ
っ
た
。
鹿
地
は
同
じ
第
三
一
庁
で
第
六
処
に
所
属
し
、
音
楽
に
よ
る
宣
伝
工
作
に
当
た
っ
て
い
た
洗
星
海
を
、
胡
風
の
紹
介
で
知
っ
た
。
彼
は
、
胡
風
が
主
編
集
を
務
め
て
い
た
文
芸
雑
誌
「
七
月
』
を
洗
に
手
渡
し
て
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
「
闘
争
就
有
勝
利
」
の
作
曲
を
求
め
た
と
い
{
路
)
、q
J
。全
集
編
注
に
よ
れ
ば
、
全
部
で
入
節
か
ら
成
る
詩
の
中
で
、
五
つ
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は
音
楽
に
し
に
く
か
っ
た
た
め
、
洗
は
コ
一
つ
に
だ
け
曲
を
付
け
た
。
こ
の
曲
の
手
稿
に
は
、
「
一
九
三
人
年
七
七
写
子
漢
口
曇
華
林
、
紀
念
抗
戦
周
年
(
一
九
三
一
八
年
七
月
七
日
に
漢
口
の
曇
華
林
で
書
き
、
抗
戦
一
周
年
を
記
念
し
た
こ
と
あ
る
。
「
曇
華
林
」
と
は
、
第
三
庁
の
所
在
地
で
あ
る
。
し
か
し
、
洗
の
「
日
記
」
九
月
二
O
目
の
条
に
「
遺
嘱
」
を
書
い
て
い
る
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
た
め
、
七
月
七
日
の
時
点
で
三
曲
を
書
き
上
げ
て
は
い
な
い
。
三
曲
の
完
成
が
い
つ
に
な
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
七
月
七
日
に
書
い
た
と
い
う
の
は
、
日
中
開
戦
一
周
年
を
意
識
し
た
形
式
的
表
現
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
「
雑
記
」
に
よ
れ
ば
、
八
曲
全
て
が
完
成
し
た
ら
、
依
頼
者
で
あ
る
鹿
地
豆
に
贈
る
つ
も
り
だ
っ
た
た
め
、
「
血
債
」
が
張
曙
に
よ
っ
て
音
楽
会
で
歌
わ
れ
た
だ
け
で
、
他
は
発
表
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
残
り
の
詩
は
、
一
九
三
八
年
一
一
月
一
九
日
に
、
延
安
で
空
爆
に
遭
っ
た
時
に
失
わ
れ
た
。
洗
の
意
識
と
し
て
は
未
完
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
発
表
も
一
部
し
か
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
他
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
な
く
、
音
楽
史
家
た
ち
も
そ
の
意
義
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
洗
自
身
は
「
雑
記
」
の
中
で
、
「
本
来
是
大
合
唱
(
本
来
は
大
合
唱
だ
)
」
と
書
い
て
い
る
。
本
稿
第
四
章
で
論
ず
る
「
生
産
大
合
唱
」
な
ど
、
洗
が
延
安
時
代
に
創
始
し
た
「
大
合
唱
」
様
式
の
曲
が
書
か
れ
た
後
で
、
「
闘
争
就
有
勝
利
」
が
「
大
合
唱
」
と
な
る
べ
き
曲
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
加
え
て
、
洗
は
、
武
漢
時
代
に
作
っ
た
こ
O
曲
を
ま
と
め
て
「
抗
戦
歌
集
」
作
品
第
四
号
と
し
、
そ
こ
に
「
闘
争
就
有
勝
利
」
を
含
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
曲
を
単
独
で
「
第
三
歌
集
」
作
品
第
一
一
号
と
し
て
も
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
曲
に
は
、
重
複
し
て
三
つ
の
作
品
番
号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
な
い
。
洗
の
作
品
番
号
は
、
作
曲
の
時
ご
と
に
楽
譜
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
「
雑
記
」
の
中
に
の
み
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
混
乱
は
起
こ
り
に
く
い
。
洗
の
作
品
番
号
は
、
第
二
六
番
ま
で
し
か
な
い
。
も
っ
と
も
、
洗
が
作
品
番
号
を
与
え
た
曲
の
中
に
は
現
存
し
て
い
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
上
、
欠
番
も
あ
り
、
番
号
の
順
序
な
ど
も
含
め
て
よ
く
分
か
ら
な
い
点
が
多
い
の
だ
が
、
作
品
番
号
付
き
の
歌
集
に
含
ま
れ
る
曲
を
ば
ら
ば
ら
に
数
え
た
と
し
て
も
、
現
存
す
る
作
品
の
中
で
番
号
が
与
え
ら
れ
た
も
の
は
五
O
曲
ほ
ど
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
考
え
た
時
、
「
闘
争
就
有
勝
利
」
に
二
つ
の
作
品
番
号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
先
の
「
本
来
是
大
合
唱
」
と
い
う
発
言
も
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
仮
に
間
違
い
だ
っ
た
と
し
て
も
、
洗
が
そ
の
作
品
に
特
別
な
意
味
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
「
闘
争
就
有
勝
利
」
は
、
洗
の
作
曲
史
に
お
い
て
、
後
の
「
大
合
唱
」
の
先
駆
と
な
る
重
要
な
曲
で
あ
る
。
こ
の
曲
に
よ
っ
て
、
洗
は
短
小
平
明
な
歌
曲
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
複
数
の
楽
曲
を
組
み
合
わ
せ
、
豊
か
な
内
容
と
高
い
芸
術
性
を
持
つ
独
自
の
「
大
合
唱
」
へ
の
道
を
聞
い
た
の
で
あ
る
。
「
軍
民
進
行
酎
」
伴
奏
管
弦
楽
(
笛
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
オ
ル
ガ
ン
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
二
胡
、
=
一
弦
、
六
弦
琴
、
中
国
の
打
楽
器
六
種
)
「
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
洗
星
海
は
、
一
九
三
八
年
一
O
月
一
日
に
陥
落
の
危
機
が
迫
っ
た
武
漢
を
離
れ
る
と
、
四
日
朝
に
西
安
に
着
き
、
そ
こ
で
約
一
ヶ
月
間
滞
在
の
後
、
一
一
月
一
日
に
西
安
を
発
っ
て
、
三
日
に
延
安
に
到
着
し
た
。
解
放
区
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
中
心
で
あ
り
、
武
漢
に
い
た
洗
に
教
授
と
し
て
の
招
請
状
を
送
っ
た
魯
迅
芸
術
学
院
(
以
下
、
魯
芸
と
略
)
は
、
早
速
「
音
楽
高
級
班
」
を
作
っ
て
、
洗
を
作
曲
指
揮
の
教
員
と
し
た
。
魯
芸
で
も
、
ま
ず
は
武
漢
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
、
短
小
な
救
亡
歌
曲
の
作
曲
が
行
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
延
安
到
着
後
七
番
目
の
曲
と
し
て
書
か
れ
た
の
は
、
「
軍
民
進
行
曲
」
と
い
う
歌
劇
で
あ
っ
た
。
船
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
全
く
違
う
規
模
の
作
品
で
あ
る
。
簡
単
に
序
構
成
を
記
す
る
な
ら
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
へ安延
h
り
品川
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第
一
幕
第
一
場
第
場
第
幕
登
場
人
物
前
奏
曲
(
一
O
O小
節
)
本
編
(
七
六
九
小
節
)
前
奏
曲
(
一
O
三
小
節
)
本
編
(
六
九
四
小
節
)
前
奏
曲
(
五
一
小
節
)
本
編
(
七
二
O
小
節
)
一
O
名
(
男
七
、
女
二
一
)
共
産
党
地
区
の
文
化
・
宣
伝
活
動
に
最
初
に
歌
劇
が
登
場
す
る
の
は
、
一
九
三
=
一
年
頃
、
ま
だ
共
産
党
の
本
拠
地
が
江
西
省
瑞
金
に
あ
っ
た
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
が
、
ど
れ
だ
け
今
目
的
な
意
味
で
の
「
歌
劇
」
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
楽
器
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
し
、
ア
リ
ア
に
相
当
す
る
歌
の
部
分
も
、
既
存
の
曲
に
他
の
歌
詞
を
当
て
は
め
た
も
の
だ
っ
た
り
し
た
よ
う
で
あ
る
。
共
産
党
は
こ
の
後
、
国
民
党
に
よ
る
激
し
い
攻
撃
の
中
で
長
征
を
開
始
す
る
の
で
、
歌
劇
の
創
作
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
れ
が
再
開
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
七
年
に
共
産
党
が
延
安
に
到
達
し
、
安
定
を
得
て
、
一
九
三
八
年
四
月
に
芸
術
文
化
の
拠
点
と
な
る
魯
迅
芸
術
学
院
が
成
立
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
江
商
ソ
ヴ
ェ
ト
区
に
は
、
音
楽
の
専
門
教
育
を
受
け
た
人
間
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
が
、
延
安
に
は
、
主
に
上
海
で
教
育
を
受
け
た
音
楽
の
専
門
家
が
何
人
か
い
た
た
め
、
高
度
な
発
展
を
遂
げ
る
条
件
が
、
以
前
よ
り
も
整
っ
て
い
た
。
一
九
三
一
八
年
七
月
七
日
、
虚
溝
橋
事
件
(
日
中
開
戦
)
か
ら
丸
一
年
が
経
っ
た
こ
の
日
、
上
海
国
立
音
楽
専
科
学
校
に
学
ん
だ
魯
芸
教
員
・
向
隅
の
作
曲
に
よ
る
延
安
で
最
初
の
新
作
歌
劇
「
農
村
曲
」
が
初
演
さ
れ
た
。
「
軍
民
進
行
曲
」
は
そ
れ
に
続
く
延
安
で
の
歌
劇
第
二
作
と
な
る
。
6
洗
は
、
か
な
り
以
前
か
ら
歌
劇
を
作
曲
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
問
6
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
武
漢
に
い
た
一
九
三
八
年
初
、
洗
は
「
救
亡
歌
詠
運
動
和
新
音
楽
的
前
日
間
」
と
い
う
文
章
の
中
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
三
番
目
に
以
下
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
希
望
有
歌
劇
的
産
生
、
那
稜
新
歌
劇
是
根
拠
民
歌
、
具
有
新
的
形
式
和
技
巧
、
併
且
有
最
豊
富
的
内
容
-
但
包
併
不
是
中
国
現
在
的
京
劇
、
也
不
是
欧
西
的
大
歌
劇
、
而
是
努
力
産
生
男
一
一
極
的
新
歌
劇
(
歌
劇
の
誕
生
を
希
望
す
る
。
そ
の
歌
劇
は
民
歌
に
基
づ
き
、
新
し
い
形
式
と
技
巧
を
備
え
、
し
か
も
最
も
豊
か
な
内
容
を
持
つ
も
の
だ
。
し
か
し
、
決
し
て
中
国
に
今
あ
る
京
劇
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
歌
劇
で
も
な
い
、
別
種
の
新
し
い
歌
劇
を
頑
張
っ
て
生
み
出
す
の
だ
)
。
こ
こ
で
洗
が
旧
社
会
の
歌
劇
で
あ
る
京
劇
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
歌
劇
を
否
定
し
、
民
歌
に
基
づ
く
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
歌
劇
の
創
出
を
訴
え
て
い
る
の
は
、
「
軍
民
進
行
曲
」
に
ま
っ
す
ぐ
繋
が
る
問
題
意
識
で
あ
る
。
し
か
し
、
洗
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
ち
続
け
た
結
果
と
し
て
、
独
自
に
新
歌
劇
の
作
曲
に
着
手
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
洗
の
「
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
八
年
二
一
月
一
九
日
朝
に
魯
芸
音
楽
系
の
教
員
で
あ
っ
た
向
隅
に
呼
ば
れ
、
午
後
に
彼
の
自
宅
に
行
く
と
、
主
任
の
巴
験
、
教
員
目
社
矢
甲
、
学
員
李
燥
之
、
安
波
が
い
た
。
向
と
洗
を
合
わ
せ
た
六
名
で
歌
劇
問
題
に
つ
い
て
の
討
論
が
始
ま
っ
た
。
詳
し
い
こ
と
は
普
か
れ
て
い
な
い
が
、
「
結
果
推
我
一
箇
人
執
筆
写
l
(
最
終
的
に
私
が
一
人
で
書
く
よ
う
勧
め
ら
れ
た
こ
と
い
う
結
論
か
ら
考
え
る
に
、
こ
の
時
、
既
に
完
成
し
て
い
た
天
張
、
安
波
、
韓
塞
、
主
震
之
の
四
人
の
合
作
に
よ
る
「
軍
民
進
行
曲
」
の
脚
本
に
、
一
体
誰
が
音
楽
ー
を
付
け
る
か
と
い
う
の
が
中
心
と
な
る
問
題
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
さ
て
、
作
曲
者
の
決
定
に
関
し
、
「
一
人
で
」
と
い
う
い
わ
ば
当
然
の
こ
と
を
、
し
か
も
わ
ざ
わ
ざ
最
後
に
「
・
」
を
付
け
て
書
い
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
小
さ
く
な
い
。
こ
れ
は
、
当
時
の
解
放
区
に
、
「
集
体
創
作
」
を
奨
励
す
る
と
い
う
思
想
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
「
農
村
曲
」
の
場
合
、
脚
本
は
李
伯
剣
、
音
楽
は
向
隅
が
担
当
し
た
が
、
他
に
温
涛
、
潜
建
、
呂
験
、
李
麗
蓮
、
程
安
波
、
高
敏
夫
が
参
加
し
て
の
「
集
体
創
作
」
で
あ
っ
泊
。
そ
し
て
、
「
軍
民
進
行
曲
」
も
、
脚
本
は
四
人
に
よ
る
合
作
だ
っ
た
の
で
、
脚
本
に
お
い
て
は
「
集
体
創
作
」
で
あ
っ
た
。
「
集
体
創
作
」
、
す
な
わ
ち
複
数
の
人
間
に
よ
る
創
作
と
い
う
考
え
方
は
、
歌
劇
同
様
、
共
産
党
根
拠
地
が
江
西
省
に
あ
っ
た
時
期
に
、
当
時
の
教
育
部
長
兼
芸
術
局
長
・
樫
秋
白
が
接
ん
に
訴
え
た
創
作
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
程
は
「
集
体
創
作
不
但
能
多
産
生
劇
本
、
同
時
能
彼
快
地
提
高
毎
筒
同
志
的
写
劇
水
平
(
集
体
創
作
は
単
に
多
く
の
脚
本
を
生
み
出
せ
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
早
く
仲
間
の
作
劇
の
レ
ベ
ル
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
こ
と
語
り
、
「
体
例
会
写
字
的
要
前
助
那
比
一
一
不
会
写
字
的
同
志
写
歌
、
写
戯
。
我
例
没
有
作
家
、
戯
劇
家
和
作
曲
家
、
但
我
例
可
以
摘
集
体
創
作
、
可
以
向
{n)ママ
山
歌
、
民
歌
学
習
、
把
群
衆
中
好
的
東
西
記
録
下
来
・
(
君
た
ち
字
を
書
け
る
者
は
、
{
子
を
書
け
な
い
仲
間
が
歌
や
劇
を
書
く
の
を
手
伝
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち
に
専
門
の
作
家
、
劇
作
家
、
作
山
家
は
い
な
い
が
、
私
た
ち
は
集
体
創
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
民
謡
や
民
間
歌
曲
に
学
び
、
群
衆
の
中
の
よ
い
も
の
を
記
録
で
き
る
)
。
」
と
語
る
。
つ
ま
り
、
集
体
創
作
の
意
義
と
は
、
程
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
各
点
で
あ
る
。
①
一
人
で
作
る
よ
り
も
多
く
の
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
各
人
の
創
作
能
力
を
急
速
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
欠
け
て
い
る
能
力
を
、
お
互
い
に
補
い
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
秋
育
久
紀
夫
氏
は
集
体
創
作
を
、
一
人
の
人
間
の
体
験
を
的
他
へ
と
拡
大
し
、
人
と
人
と
の
連
帯
を
強
め
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
隅
方
法
で
あ
る
と
指
摘
す
説
。
ん
い
こ
れ
ら
に
は
、
戦
字
で
は
常
に
集
団
的
力
量
が
関
わ
れ
る
上
、
生
叫
活
が
逼
迫
し
て
い
て
人
材
を
育
て
る
余
裕
が
な
い
こ
と
や
、
刻
々
と
ル
変
化
す
る
情
勢
を
作
品
に
よ
っ
て
民
衆
に
伝
え
る
た
め
多
作
が
求
め
尚
ら
れ
た
と
い
う
、
共
産
党
根
拠
地
独
特
の
事
情
が
表
れ
て
い
る
。
海
そ
も
そ
も
芸
術
と
い
う
の
は
、
一
般
に
作
者
の
個
性
の
表
現
で
あ
千
品
が
、
救
亡
音
楽
に
代
表
さ
れ
る
宣
伝
用
の
文
芸
は
、
そ
の
よ
う
な
7
芸
術
の
あ
り
方
と
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
少
し
で
も
6
多
く
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
人
々
の
意
見
と
ア
イ
デ
ア
が
反
映
さ
れ
た
作
品
の
方
が
い
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
解
放
区
で
は
、
長
征
を
経
て
延
安
に
至
り
、
専
門
教
育
を
受
け
た
知
識
人
を
集
め
て
な
お
、
個
人
で
は
な
く
、
集
団
に
よ
る
創
作
が
推
奨
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
「
農
村
山
」
が
集
体
創
作
さ
れ
、
「
軍
民
進
行
曲
」
も
脚
本
は
集
体
創
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
も
含
め
て
、
集
体
創
作
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
洗
が
名
を
連
ね
て
い
る
例
は
皆
無
で
あ
る
。
洗
が
近
代
的
芸
術
家
で
あ
れ
ば
、
音
楽
(
芸
術
)
を
個
性
の
表
現
と
し
て
考
え
、
集
体
創
作
を
拒
否
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
洗
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
中
国
的
民
歌
不
是
従
天
上
悼
下
来
的
、
{
じ
是
従
歴
代
的
祖
先
口
裏
伝
出
来
、
経
過
許
多
人
的
長
期
集
体
創
作
、
経
過
許
多
人
的
吟
唱
和
表
演
或
改
正
而
留
存
下
来
、
官
且
定
。
一
切
民
族
芸
術
的
{
お
)
泉
滅
。
(
中
国
の
民
歌
は
天
か
ら
降
っ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
祖
先
が
口
承
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
多
く
の
人
の
長
期
に
わ
た
る
集
体
創
作
を
経
、
ま
た
多
《
の
人
が
歌
っ
た
り
演
じ
た
り
し
、
書
き
改
め
る
こ
と
を
経
て
、
大
切
に
守
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
民
歌
は
「
あ
ら
ゆ
る
民
族
芸
術
の
源
」
な
の
だ
)
。
ひ
と
つ
の
場
所
で
一
緒
に
創
作
を
し
な
く
て
も
、
多
く
の
人
の
ア
イ
デ
ア
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
集
体
創
作
に
な
る
。
だ
か
ら
、
口
承
で
歌
い
継
が
れ
て
き
た
民
歌
な
ど
は
、
集
体
創
作
作
品
ー
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
六
六
頁
で
見
た
武
漢
時
代
の
歌
劇
に
4
対
す
る
問
題
意
識
に
も
表
れ
て
い
た
と
お
り
、
洗
は
、
少
な
く
と
も
「
軍
民
進
行
曲
」
作
曲
の
一
年
前
の
時
点
で
、
民
歌
を
音
楽
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
強
い
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
洗
は
、
曲
を
作
っ
た
後
、
自
ら
歌
っ
て
人
に
聞
か
せ
、
そ
の
曲
に
つ
い
て
の
意
見
を
積
極
的
に
求
め
た
こ
と
が
、
数
多
く
伝
え
(
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ら
れ
て
い
る
。
第
三
者
の
意
見
を
聞
い
て
、
音
楽
に
修
正
を
加
え
る
と
い
う
の
は
、
正
に
集
体
創
作
的
な
手
法
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
集
体
創
作
と
い
う
看
板
を
掲
げ
て
こ
そ
い
な
か
っ
た
が
、
民
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
音
楽
作
り
を
す
る
必
要
性
か
ら
、
洗
は
先
人
の
知
恵
の
集
積
と
も
言
う
べ
き
民
歌
を
利
用
し
、
人
の
批
判
を
求
め
る
こ
と
で
、
実
質
的
に
集
体
創
作
を
実
現
さ
せ
て
い
た
。
大
切
な
の
は
形
式
的
に
「
集
体
創
作
」
を
採
用
す
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
大
衆
化
と
質
的
向
上
を
実
現
さ
せ
ら
れ
る
か
ど
う
か
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
洗
の
意
識
は
決
し
て
低
く
は
な
か
っ
た
。
さ
て
、
少
な
く
と
も
大
き
な
作
品
に
つ
い
て
は
、
集
体
創
作
が
基
本
と
な
り
、
洗
自
身
も
決
し
て
そ
の
よ
う
な
や
り
方
に
否
定
的
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
は
、
音
楽
を
洗
一
人
に
委
ね
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
一
一
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
洗
の
経
歴
と
実
力
を
特
別
視
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
の
延
安
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
留
学
体
験
を
持
っ
て
い
た
の
は
洗
だ
け
だ
っ
た
。
多
く
の
西
洋
音
楽
に
触
れ
、
フ
ラ
ン
ス
楽
壇
の
大
御
所
デ
ユ
カ
に
学
ん
だ
経
歴
は
、
他
の
人
々
に
と
っ
て
は
仰
ぎ
見
る
よ
う
な
思
い
に
さ
せ
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
も
「
当
時
の
延
安
で
」
と
い
う
限
定
で
は
あ
る
が
、
そ
の
音
楽
的
能
力
は
傑
出
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
能
力
を
尊
重
し
た
結
果
と
し
て
、
「
一
人
で
」
と
い
う
提
案
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
洗
の
実
力
を
試
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
軍
民
進
行
曲
」
の
作
曲
は
、
作
曲
が
洗
と
決
ま
っ
た
翌
日
(
一
一
一
月
二
O
日
)
に
始
ま
り
、
僅
か
二
一
日
後
の
一
一
一
月
一
一
一
一
日
に
終
了
し
て
い
る
。
こ
れ
以
前
に
、
洗
が
脚
本
を
読
ん
で
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
た
と
え
読
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ま
で
経
験
の
な
か
っ
た
「
歌
劇
」
に
挑
戦
し
、
わ
ず
か
一
一
一
日
で
完
成
さ
せ
た
と
い
う
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
「
日
記
」
(
一
二
月
二
一
日
)
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
四
日
間
で
の
作
曲
を
求
め
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
要
求
は
一
見
無
謀
だ
が
、
実
は
、
四
日
と
い
(
幻
)
う
の
は
、
向
隅
が
「
農
村
曲
」
を
作
る
の
に
要
し
た
時
間
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
彼
ら
の
要
求
に
は
、
同
じ
時
間
で
ど
の
程
度
の
も
の
が
作
れ
る
の
か
、
洗
の
実
力
を
試
す
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
発
想
は
「
一
人
で
」
に
も
表
れ
て
い
て
お
か
し
く
な
い
。
な
お
、
「
四
日
で
」
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
上
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。
「
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
曲
の
最
初
の
演
奏
は
、
一
九
三
九
年
一
月
一
三
日
に
行
わ
れ
た
。
一
五
日
に
は
、
陳
甘
寧
辺
区
参
議
会
が
開
か
れ
た
が
、
そ
の
開
会
式
で
、
「
軍
民
進
行
曲
」
の
ふ
た
つ
の
王
題
歌
が
演
奏
さ
れ
、
夜
に
は
、
参
議
会
に
出
席
し
て
い
る
代
表
者
の
前
で
、
全
曲
が
演
奏
さ
れ
た
。
初
演
の
様
子
を
、
重
慶
か
ら
来
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
陳
学
昭
が
、
そ
の
著
書
『
延
安
訪
問
記
』
に
書
き
残
し
て
い
説
。
彼
女
は
、
魯
芸
の
副
院
長
・
沙
可
夫
に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
こ
の
演
奏
会
を
「
預
〔
mv演
」
と
書
い
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
陳
が
行
っ
た
の
は
一
三
日
で
、
-
五
日
の
参
議
会
で
の
も
の
が
正
式
な
初
演
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る。
つ
ま
り
、
こ
の
曲
は
、
も
と
も
と
辺
区
参
議
会
で
各
地
の
代
表
者
に
対
す
る
歓
迎
用
の
演
目
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
果
た
し
て
ど
れ
く
ら
い
の
練
習
時
間
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
船
た
結
呆
、
向
隅
た
ち
は
そ
れ
な
り
の
長
さ
の
歌
劇
で
あ
る
と
い
う
こ
伊
と
を
考
慮
し
、
二
0
日
間
が
必
要
と
考
え
、
そ
の
た
め
に
は
四
日
で
わ
作
曲
、
と
い
う
判
断
を
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
後
で
見
る
と
お
叫
り
、
陳
は
こ
の
曲
が
実
際
に
四
日
で
書
か
れ
た
と
誤
解
し
て
い
た
よ
冶
う
だ
が
、
そ
の
事
情
に
つ
い
て
「
為
了
急
於
上
演
(
上
演
を
急
ぐ
た
酌
め
に
)
」
と
書
い
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
陳
が
誰
か
か
ら
、
こ
の
海
曲
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
上
の
問
題
か
ら
四
日
で
書
か
れ
た
の
だ
、
と
い
組
う
解
説
を
聞
い
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
9
六
六
頁
で
見
た
と
お
り
、
洗
は
、
西
洋
歌
劇
を
否
定
す
る
が
、
中
6
固
に
新
し
い
歌
劇
の
伝
統
が
な
い
状
態
で
、
昔
パ
リ
で
聴
い
た
西
洋
歌
劇
か
ら
完
全
に
自
由
で
あ
っ
た
と
も
思
え
な
い
。
西
洋
歌
劇
の
影
響
と
い
う
の
は
、
向
附
た
ち
に
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
違
い
も
ま
た
、
作
曲
に
ど
れ
く
ら
い
の
時
聞
を
必
要
と
す
る
か
に
つ
い
て
の
両
者
の
ズ
レ
を
生
ん
だ
に
違
い
な
い
。
〈
却
)
洗
が
書
い
た
「
我
対
子
創
作
歌
劇
「
軍
民
進
行
曲
」
一
点
意
見
」
に
は
、
「
這
短
少
的
時
間
当
然
不
能
希
望
有
多
大
的
収
獲
、
尤
其
是
在
延
安
物
質
条
件
下
(
こ
の
短
い
時
間
で
は
、
当
然
多
く
の
収
穫
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
特
に
延
安
の
物
質
的
条
件
の
下
で
は
)
。
」
と
あ
っ
て
、
時
間
的
・
物
質
的
(
主
に
楽
器
)
な
制
約
の
厳
し
さ
を
強
く
感
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
だ
か
ら
、
二
一
日
間
で
書
い
た
と
い
う
の
は
、
洗
と
し
て
満
足
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
か
と
い
っ
て
、
四
日
で
書
け
る
ほ
ど
簡
易
な
も
の
に
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
、
ぎ
り
ぎ
り
の
妥
協
点
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
さ
て
、
陳
が
書
き
残
し
た
初
演
の
印
象
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
音
楽
方
面
、
歌
曲
是
洗
星
海
先
生
作
的
。
(
中
略
)
演
完
後
、
他
伺
当
場
請
観
衆
批
評
、
先
請
丁
玲
女
士
、
丁
女
士
推
譲
了
一
歌
後
、
立
起
来
、
説
地
喜
歓
過
天
送
一
箇
書
面
意
見
一
再
議
地
説
、
終
於
説
了
一
「
e
・e
・
-
・
音
楽
太
帯
一
点
洋
味
児
。
」
(
中
略
)
我
覚
得
「
箪
民
進
行
曲
」
的
情
節
比
土
気
十
足
的
「
農
民
曲
」
還
不
如
、
固
然
、
「
農
民
泊
」
裏
的
歌
曲
是
東
投
西
湊
的
、
好
如
青
菜
立
腐
湯
放
肉
片
・
。
「
寧
民
進
行
曲
」
是
一
気
写
成
的
、
是
一
位
作
曲
者
的
心
血
為
了
急
於
上
演
、
僅
僅
費
了
四
天
主
70 
夫
、
応
該
珍
視
作
曲
者
的
努
力
、
与
迅
速
的
創
造
力
。
(
中
略
)
中
図
的
作
曲
比
以
前
是
進
歩
了
、
但
還
不
能
表
現
中
国
民
族
的
偉
大
而
僅
厳
的
霊
魂
|
|
像
這
次
抗
戦
1
1
0
在
「
軍
民
進
行
曲
」
裏
、
我
期
待
一
筒
念
怒
、
一
箇
驚
恐
、
一
陣
暴
風
雨
様
的
芦
昔
、
但
総
没
有
、
紋
少
気
鋭
、
而
覚
太
消
況
一
点
(
音
楽
に
つ
い
て
言
え
ば
、
歌
は
洗
星
海
先
生
が
書
い
た
。
(
中
略
)
演
奏
が
終
わ
っ
た
後
、
彼
ら
は
そ
の
場
で
聴
衆
に
感
想
を
求
め
、
ま
ず
丁
玲
先
生
に
頼
ん
だ
。
丁
女
史
は
少
し
遠
慮
を
し
た
後
、
立
ち
上
が
り
、
後
で
手
紙
で
意
見
を
述
べ
た
い
と
言
っ
た
。
そ
れ
で
も
彼
女
に
意
見
を
求
め
る
と
、
と
う
と
う
「
音
楽
が
少
し
西
洋
臭
い
」
と
言
っ
た
。
(
中
略
)
私
は
「
軍
民
進
行
曲
」
の
物
語
は
、
と
て
も
田
舎
臭
い
「
農
村
曲
」
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
も
と
よ
り
、
「
農
村
曲
」
の
歌
は
寄
せ
集
め
で
、
野
菜
と
豆
腐
の
ス
1
プ
に
肉
を
放
り
込
ん
だ
よ
う
な
も
の
だ
。
「
軍
民
進
行
曲
」
は
一
気
に
普
か
れ
た
も
の
で
、
作
者
の
心
血
で
あ
り
、
上
演
を
急
ぐ
た
め
、
わ
ず
か
に
四
日
で
書
か
れ
た
の
だ
か
ら
、
作
曲
者
の
努
力
と
迅
速
な
創
造
力
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
中
略
)
中
国
の
曲
は
以
前
に
比
べ
る
と
進
歩
し
た
が
、
そ
れ
で
も
今
回
の
抗
戦
で
見
せ
た
よ
う
な
中
国
民
族
の
偉
大
で
ま
じ
め
な
魂
を
表
現
で
き
て
い
な
い
。
「
軍
民
進
行
曲
」
で
私
は
怒
り
と
恐
れ
と
暴
風
雨
の
よ
う
な
音
を
期
待
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
全
く
な
く
、
気
迫
に
欠
け
、
少
し
生
気
が
な
い
と
感
じ
た
の
だ
っ
た
)
。
「
音
楽
が
西
洋
臭
い
」
と
い
う
丁
玲
の
指
摘
は
、
塞
克
が
そ
れ
を
「
土
包
子
(
田
舎
者
だ
こ
と
評
し
た
こ
と
も
含
め
て
、
洗
も
「
雑
記
」
に
書
き
留
め
て
い
る
。
預
演
の
翌
日
、
こ
の
曲
に
つ
い
て
の
座
談
会
が
開
か
れ
た
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
詳
細
な
記
録
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
が
、
洗
の
「
日
記
」
に
、
「
各
系
閲
座
談
会
討
論
歌
劇
、
従
中
有
人
攻
撃
我
l
大
致
都
説
這
歌
劇
的
音
楽
是
成
功
的
(
魯
芸
の
各
系
は
座
談
会
を
開
い
て
歌
劇
を
討
論
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
あ
る
人
が
私
を
攻
撃
し
た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
皆
こ
の
歌
劇
の
音
楽
は
成
功
だ
っ
た
と
言
っ
た
こ
と
あ
る
の
も
、
丁
玲
を
意
識
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
洗
自
身
の
表
現
な
の
で
、
音
楽
に
対
す
る
評
価
を
気
に
す
る
洗
の
意
識
を
強
く
反
映
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
「
音
楽
は
成
功
だ
っ
た
」
に
は
、
「
脚
本
は
と
も
か
く
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
く
含
ま
れ
て
い
る
手
た
ろ
う
。
陳
の
回
想
の
中
で
筋
の
拙
劣
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
一
致
す
る
。
だ
が
、
陳
は
、
音
楽
自
体
に
も
不
満
を
述
べ
て
い
る
。
陳
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
て
い
た
時
、
文
学
と
共
に
ピ
ア
ノ
を
も
本
格
的
に
勉
強
し
て
い
た
ら
し
く
、
音
楽
に
対
す
る
造
詣
は
深
か
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
陳
の
不
満
に
は
、
そ
れ
な
り
の
重
さ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
「
軍
民
進
行
曲
」
は
、
際
学
昭
が
不
満
を
感
じ
、
洗
が
、
酷
評
し
た
人
も
い
た
と
言
、
っ
と
お
り
、
音
楽
面
に
お
い
て
も
秀
逸
な
作
品
と
し
て
洗
の
評
価
を
高
め
た
と
は
決
し
て
一
吉
弘
え
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
今
見
て
き
た
よ
、
つ
な
洗
周
辺
の
人
の
評
価
よ
り
も
、
こ
の
後
、
こ
の
曲
が
演
奏
さ
れ
た
記
録
が
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
特
に
一
九
四
O
年
五
月
、
洗
が
延
安
を
離
れ
て
以
後
は
、
「
「
農
村
曲
」
是
演
出
時
間
最
長
、
場
次
最
多
、
唱
腔
流
伝
最
広
、
影
響
最
大
、
深
為
広
大
軍
民
喜
聞
楽
{
詑
)
見
的
一
部
多
幕
新
歌
劇
(
「
農
村
曲
」
は
演
奏
時
聞
が
最
も
長
く
、
場
数
が
最
も
多
く
、
歌
が
最
も
広
く
伝
わ
り
、
影
響
が
最
大
で
、
非
常
に
多
く
の
軍
人
・
民
衆
に
歓
迎
さ
れ
た
多
幕
の
新
歌
劇
だ
っ
た
」
。
)
と
も
あ
る
と
お
り
、
む
し
ろ
「
農
村
曲
」
の
方
が
演
奏
機
会
が
多
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
点
に
表
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
「
闘
争
就
有
勝
利
」
で
大
規
模
楽
曲
へ
の
道
を
開
い
た
洗
星
海
が
、
こ
の
曲
に
よ
っ
て
更
に
大
き
な
作
品
の
創
作
経
験
を
船
積
ん
だ
こ
と
、
延
安
の
乏
し
い
楽
器
事
情
の
下
で
は
あ
る
が
、
ま
が
伊
り
な
り
に
も
管
弦
楽
伴
奏
の
試
み
が
で
き
た
こ
と
の
意
味
は
、
こ
の
わ
後
へ
向
け
て
小
さ
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
叫
洗
は
一
九
三
九
年
秋
以
降
、
二
番
目
の
歌
劇
「
滋
陽
河
」
を
構
想
b
し
た
が
、
創
作
を
中
断
し
て
ソ
連
へ
の
出
張
↓
客
死
と
い
う
道
を
た
捕
限
〈
犯
)
武
ど
る
た
め
、
完
成
に
至
ら
な
か
っ
た
。
「
澄
陽
河
」
の
脚
本
は
、
次
海
章
で
論
ず
る
「
生
産
大
合
唱
」
の
作
詞
者
・
塞
克
が
書
い
た
。
「
軍
組
民
進
行
曲
」
か
ら
「
溢
陽
河
」
へ
と
い
う
歌
劇
創
作
の
途
上
に
、
「
大
合
唱
」
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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四
「
生
産
大
合
唱
」
「
軍
民
進
行
曲
」
初
演
の
二
ヶ
月
半
後
、
三
つ
の
歌
曲
を
挟
ん
で
、
{M) 
次
に
洗
が
取
り
組
ん
だ
の
は
「
生
産
運
動
大
合
唱
」
で
あ
る
。
当
初
の
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
第
一
場
「
春
耕
大
合
唱
」
(
一
二
五
小
節
)
第
二
場
「
生
産
与
参
戦
」
(
一
一
O
小
節
)
第
三
場
「
農
村
小
景
」
(
=
一
八
四
小
節
)
混
声
四
部
合
唱
+
ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
ル
ト
目
パ
ス
+
子
供
三
名
伴
奏
管
弦
楽
(
笛
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
胡
琴
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
三
弦
、
中
国
の
打
楽
器
六
種
)
「
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
洗
は
一
九
三
九
年
三
一
月
一
日
に
作
曲
に
着
手
し
、
三
月
六
日
に
ひ
と
ま
ず
完
成
さ
せ
、
二
一
月
二
一
日
の
預
演
を
経
て
、
二
四
日
に
険
北
公
学
で
正
式
に
初
演
し
た
。
作
詞
は
塞
克
(
一
九
O
六
j
一
九
八
八
)
。
現
存
す
る
洗
の
曲
の
中
で
、
塞
克
作
詞
の
も
の
は
一
六
曲
を
数
え
、
こ
れ
は
田
漢
の
二
O
曲
に
次
ぐ
多
き
で
あ
る
。
塞
と
洗
が
ど
の
よ
う
に
し
て
出
会
っ
た
か
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
塞
克
の
詞
に
よ
る
最
初
の
歌
曲
は
「
流
民
一
二
千
万
」
で
、
そ
れ
が
作
ら
れ
た
一
九
三
六
年
春
は
、
洗
が
救
亡
音
楽
運
動
に
身
を
投
じ
た
初
期
に
当
た
る
。
洗
が
上
海
救
亡
演
劇
隊
2
第
二
隊
の
一
員
と
し
て
上
海
を
離
れ
た
時
、
塞
克
は
第
一
隊
の
一
員
7
と
し
て
同
様
に
上
海
を
離
れ
た
。
年
末
に
再
び
武
漢
で
合
流
す
る
も
の
の
、
塞
克
は
す
ぐ
に
山
西
に
移
り
、
丁
玲
指
揮
の
八
路
軍
西
北
戦
地
服
務
団
の
活
動
に
参
加
し
た
た
め
、
洗
と
は
会
う
機
会
が
な
く
(
お
)
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
三
八
年
秋
、
洗
と
前
後
し
て
延
安
に
入
り
、
こ
こ
で
三
た
び
洗
と
会
っ
て
、
「
生
産
大
合
唱
」
の
前
に
、
立
て
続
け
に
三
つ
の
歌
曲
を
合
作
し
て
い
る
。
「
寧
民
進
行
曲
」
の
脚
本
が
集
体
創
作
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
「
生
産
大
合
唱
」
は
歌
詞
と
曲
が
、
そ
れ
ぞ
れ
完
全
に
一
人
の
作
者
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
内
容
的
に
は
、
こ
の
時
代
特
有
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
ソ
ン
グ
で
あ
り
な
が
ら
、
大
き
な
作
品
に
つ
い
て
は
集
体
創
作
を
基
本
に
す
る
と
い
う
解
放
区
の
表
現
活
動
の
流
れ
に
逆
ら
い
、
個
性
の
表
現
と
い
う
近
代
芸
術
作
品
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
さ
て
、
後
に
有
名
に
な
り
、
洗
以
外
の
人
に
よ
っ
て
も
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
「
大
合
唱
(
合
唱
を
中
心
と
す
る
声
楽
組
曲
)
」
と
い
う
様
式
は
、
こ
の
曲
に
始
ま
る
が
、
ど
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
で
こ
の
よ
う
に
斬
新
な
形
式
の
曲
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
曲
に
つ
い
て
は
、
初
演
か
ら
一
ヶ
月
あ
ま
り
が
経
っ
た
一
九
三
九
年
五
月
九
日
、
洗
と
塞
が
勤
務
す
る
魯
迅
芸
術
学
院
で
、
(
部
)
座
談
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
、
歌
調
を
書
い
た
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
、
塞
克
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
有
一
次
洗
星
海
同
士
山
和
我
説
、
。
我
例
来
写
箇
大
合
唱
好
鴨
?
要
有
力
量
的
。
φ
当
時
我
曾
費
了
幾
天
的
時
光
来
想
這
事
、
関
子
。
起
来
:
打
倒
:
衝
阿
・
殺
明
。
一
類
的
辞
勾
覚
得
使
用
得
太
波
了
、
要
没
有
新
的
内
容
也
未
必
会
有
力
量
。
我
正
在
為
難
時
、
恰
巧
聴
到
。
生
産
運
動
。
的
口
号
、
子
是
我
決
定
写
這
東
西
(
あ
る
時
洗
星
海
同
志
が
私
に
言
っ
た
。
「
一
緒
に
大
合
唱
を
書
か
な
い
か
?
人
を
動
か
す
力
の
あ
る
や
つ
だ
。
」
当
時
私
は
こ
の
こ
と
を
数
日
間
考
え
た
。
今
の
歌
曲
に
は
「
立
ち
上
が
れ
、
打
ち
倒
せ
、
突
っ
込
め
、
殺
せ
」
と
い
っ
た
文
句
が
あ
ま
り
に
も
使
わ
れ
過
ぎ
だ
と
思
っ
た
。
も
し
も
新
し
い
内
容
が
な
け
れ
ば
、
き
っ
と
人
を
動
か
す
力
は
生
ま
れ
な
い
。
私
が
ち
ょ
う
ど
悩
ん
で
い
た
時
に
、
運
良
く
生
産
運
動
の
呼
び
か
け
を
耳
に
し
、
こ
れ
を
テ
1
7
に
決
め
た
)
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
話
を
持
ち
か
け
た
の
は
洗
で
、
条
件
は
「
大
合
唱
」
で
あ
る
こ
と
と
「
訴
え
る
力
を
持
っ
た
も
の
」
で
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。
や
が
て
、
一
つ
の
様
式
名
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
「
大
合
唱
」
と
い
う
言
葉
を
、
こ
の
時
、
洗
は
、
単
に
大
き
な
合
唱
曲
と
い
う
意
味
で
使
っ
た
だ
ろ
う
。
複
数
の
曲
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
発
想
も
見
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
「
大
合
唱
」
が
合
唱
組
曲
と
し
て
様
式
化
し
た
の
は
、
こ
の
提
案
に
対
し
て
連
作
詩
を
作
る
こ
と
で
答
え
た
塞
克
の
功
績
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
「
生
産
運
動
」
と
は
、
国
民
党
に
よ
る
経
済
封
鎖
に
対
抗
す
る
た
め
、
解
放
区
に
新
た
な
耕
地
を
開
墾
し
、
自
給
自
足
の
経
済
を
成
立
さ
せ
ょ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の
呼
び
掛
け
は
、
一
九
三
八
年
一
二
月
九
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
延
安
で
聞
か
れ
た
「
一
二
回
九
紀
念
大
会
」
の
席
上
で
、
毛
沢
東
は
「
青
年
運
動
的
方
向
」
と
い
う
講
話
を
行
い
、
初
め
て
「
大
生
産
運
動
」
の
展
開
を
提
起
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
塞
克
は
、
会
の
後
で
毛
沢
東
と
会
食
し
た
こ
と
も
含
め
て
、
強
い
印
象
を
受
け
た
よ
う
泊
。
年
が
明
け
て
二
月
七
日
に
は
、
中
共
中
央
に
よ
る
生
産
動
員
大
会
が
聞
か
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
、
二
人
が
勤
務
す
る
魯
迅
芸
術
学
院
で
も
、
二
月
一
八
日
に
作
業
を
開
始
、
(
犯
}
少
し
遅
れ
て
二
五
日
に
動
員
大
会
を
聞
い
て
い
る
。
洗
が
ど
の
時
点
で
新
た
な
大
作
を
合
作
す
る
こ
と
を
持
ち
か
け
、
塞
克
が
ど
の
時
点
で
詩
を
書
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
孫
燥
英
は
、
「
抗
戦
肌
獅
|
|
塞
翁
探
訪
散
記
」
の
中
で
、
塞
が
着
想
を
得
た
瞬
即
聞
に
つ
い
て
、
「
一
九
三
九
年
的
陽
春
的
一
天
、
審
克
在
延
河
辺
上
伊
阻
醸
創
作
、
信
歩
来
図
。
延
安
地
区
轟
轟
烈
烈
的
大
生
産
運
動
、
使
わ
他
触
景
生
髄
(
一
九
=
一
九
年
春
の
あ
る
日
、
塞
克
は
延
河
の
ほ
と
り
噛
で
構
想
を
練
り
な
が
ら
、
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
た
。
延
安
地
区
か
の
熱
気
に
溢
れ
た
大
生
産
運
動
が
、
彼
の
心
を
動
か
し
た
)
。
」
と
書
酎
い
て
い
る
が
、
こ
れ
も
確
か
め
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
季
節
の
都
合
も
海
あ
っ
て
、
コ
二
・
九
」
か
ら
二
月
ま
で
は
、
生
産
運
動
の
具
体
的
な
躍
動
き
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
塞
の
作
詞
も
、
人
々
が
作
業
を
始
め
た
二
月
と
思
わ
れ
る
。
3
 
7
な
お
、
塞
克
の
文
集
が
、
原
詩
を
忠
実
に
印
刷
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
塞
克
は
、
あ
ら
か
じ
め
曲
の
形
態
や
歌
手
の
声
質
を
指
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
第
一
場
「
春
耕
」
を
塞
克
が
「
五
部
合
唱
」
と
指
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
洗
は
四
部
合
唱
で
作
曲
す
る
な
ど
、
洗
は
塞
克
の
指
定
を
あ
る
程
度
尊
重
し
つ
つ
、
必
ず
し
も
そ
の
通
り
に
は
作
曲
し
て
い
な
い
。
座
談
会
に
お
け
る
洗
星
海
の
発
言
の
核
心
と
思
わ
れ
る
部
分
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
我
聴
過
、
研
究
過
許
多
中
外
新
旧
音
楽
、
也
常
常
感
到
今
天
中
国
音
楽
有
許
多
還
不
能
高
度
中
国
化
、
因
此
只
能
在
彼
小
的
闘
子
裏
滋
長
着
。
許
久
以
前
我
就
立
意
以
民
間
音
楽
倣
基
礎
、
参
考
西
洋
音
楽
進
歩
成
果
、
創
造
一
箇
新
的
中
国
音
楽
形
式
、
我
雄
然
不
断
努
力
在
倣
、
収
狼
総
未
能
満
意
(
私
は
中
国
内
外
の
多
く
の
新
旧
音
楽
を
聴
き
、
研
究
し
た
が
、
や
は
り
現
在
の
中
国
音
楽
は
ま
だ
高
度
に
中
固
化
出
来
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
井
の
中
の
蛙
に
な
っ
て
い
ら
れ
る
の
だ
と
い
つ
も
感
じ
て
い
た
。
ず
い
ぶ
ん
前
に
、
私
は
民
間
音
楽
を
基
礎
と
し
、
西
洋
音
楽
の
進
ん
だ
成
果
を
喪
三
唱
に
し
、
新
し
い
中
国
音
楽
形
式
を
作
る
決
意
を
し
た
。
そ
の
た
め
に
私
は
不
断
の
努
力
を
し
て
き
た
が
、
成
果
に
つ
い
て
は
ま
だ
満
足
で
き
て
い
な
い
)
。
こ
こ
に
は
、
「
生
産
大
合
唱
」
で
洗
が
何
を
目
指
し
た
か
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
新
し
い
中
国
音
楽
形
式
の
確
立
で
あ
る
。
(仰〕
前
稿
で
も
少
し
触
れ
た
が
、
洗
が
延
安
に
来
る
直
前
、
一
九
三
八
4
年
一
O
月
に
開
か
れ
た
共
産
党
第
六
期
六
中
全
会
で
、
毛
沢
東
は
政
7
治
報
告
(
「
論
新
段
階
」
)
を
行
い
、
「
(
表
現
は
)
新
鮮
で
活
発
な
、
中
国
の
民
衆
に
喜
ば
れ
る
中
国
的
作
風
や
中
国
的
気
風
を
も
っ
て
す
べ
き
で
あ
る
」
と
訴
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
延
安
の
文
芸
界
で
は
、
民
族
形
式
に
つ
い
て
の
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
洗
の
言
い
方
で
は
、
い
か
に
も
洗
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
民
族
形
式
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
集
体
創
作
に
関
す
る
場
面
で
も
見
た
が
、
洗
は
、
一
九
三
八
年
初
の
時
点
で
、
更
に
「
有
了
民
衆
歌
曲
倣
基
礎
、
我
伺
最
低
限
度
可
以
産
生
一
種
新
的
民
歌
風
格
、
而
不
是
以
前
的
伝
統
的
民
歌
。
遣
是
一
定
要
従
郷
民
例
実
際
生
活
去
産
生
出
来
、
併
且
要
集
定
一
種
中
国
民
歌
的
風
格
、
発
展
為
将
来
的
偉
大
民
族
的
歌
師
(
民
衆
歌
曲
を
基
礎
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
一
種
の
新
し
い
民
歌
風
格
の
も
の
で
、
し
か
も
伝
統
的
な
民
歌
で
は
な
い
も
の
を
最
低
限
生
み
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
、
確
か
に
民
衆
の
現
実
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
、
な
お
か
つ
中
国
民
歌
の
風
格
を
基
礎
と
し
、
発
展
し
て
将
来
の
偉
大
な
民
族
歌
曲
と
な
る
も
の
だ
)
。
」
と
も
書
い
て
い
て
、
毛
の
発
言
以
前
か
ら
民
歌
の
取
り
入
れ
と
、
そ
れ
に
よ
る
独
自
の
民
族
様
式
の
創
出
に
明
確
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
「
雑
記
」
に
お
い
て
、
洗
は
、
一
九
三
八
年
春
に
作
曲
し
た
「
新
中
国
」
と
い
う
二
部
合
唱
の
曲
(
光
未
然
調
)
を
、
自
分
に
と
っ
て
最
初
の
民
族
化
、
芸
術
化
の
試
み
と
し
て
い
る
。
「
雑
記
」
は
一
九
四
O
年
以
降
に
普
か
れ
た
も
の
で
、
一
九
三
八
1
九
年
の
議
論
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
だ
が
、
右
の
発
言
を
考
慮
す
る
と
、
あ
な
が
ち
こ
じ
つ
け
と
も
一
吉
え
な
い
。
洗
は
、
同
じ
文
章
の
中
で
、
一
九
三
八
年
初
に
お
け
る
救
亡
歌
詠
運
動
の
六
つ
の
問
題
(
欠
点
)
の
一
つ
と
し
て
、
「
不
能
深
入
民
間
(
民
衆
の
聞
に
深
く
入
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
い
う
指
摘
を
し
て
も
い
る
。
こ
れ
は
、
毛
が
新
た
な
民
族
形
式
の
創
出
を
訴
え
た
時
の
問
題
意
識
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
延
安
で
の
民
族
形
式
に
関
す
る
議
論
よ
り
少
な
く
と
も
約
一
年
早
く
、
よ
り
効
果
的
な
民
衆
工
作
の
た
め
に
、
新
し
い
音
楽
に
「
民
歌
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と
の
意
義
を
、
洗
は
よ
く
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
て
洗
は
、
各
場
面
ご
と
の
音
楽
上
の
特
徴
と
工
夫
を
述
べ
つ
つ
、
最
後
に
次
の
よ
う
に
総
括
す
る
。
整
箇
歌
曲
来
説
、
要
修
改
的
地
方
還
彼
多
、
官
的
優
点
也
正
像
詞
一
様
能
大
衆
化
、
節
奏
鮮
明
、
愉
快
、
白
調
動
聴
、
能
接
近
大
衆
的
生
活
習
慣
、
此
外
包
有
了
中
図
的
新
和
声
、
在
形
式
上
也
非
常
自
由
。
至
子
依
点
、
我
感
到
全
曲
不
大
統
一
、
到
後
来
合
唱
的
地
方
、
和
声
太
洋
化
。
其
次
与
作
詞
的
聯
系
太
少
、
未
能
倣
到
毎
一
箇
歌
都
共
同
商
量
創
作
(
歌
曲
全
体
に
つ
い
て
言
え
ば
、
修
正
す
べ
き
点
は
ま
だ
と
て
も
多
い
。
そ
れ
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
歌
詞
と
同
様
に
大
衆
化
し
て
い
て
、
リ
ズ
ム
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
楽
し
く
、
曲
の
調
子
が
人
を
引
き
付
け
、
大
衆
の
生
活
習
慣
に
接
近
で
き
て
い
る
点
だ
。
こ
の
他
、
そ
こ
に
は
中
国
の
新
し
い
和
声
が
あ
り
、
形
式
面
で
も
非
常
に
自
由
だ
。
欠
点
に
つ
い
て
言
え
ば
、
全
曲
が
あ
ま
り
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
後
半
の
合
唱
の
と
こ
ろ
で
は
、
和
声
が
あ
ま
り
に
も
西
洋
風
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
、
作
詞
と
の
連
係
が
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、
一
つ
の
歌
ご
と
に
相
談
し
な
が
ら
創
作
す
る
こ
と
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
)
。
初
演
の
成
功
に
つ
い
て
洗
自
身
は
、
「
日
記
」
に
誇
ら
し
げ
に
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
信
用
し
て
よ
い
か
は
分
か
ら
な
い
。
〔
川
悩
)
な
ぜ
な
ら
、
前
稿
で
示
し
た
と
お
り
、
洗
に
は
強
い
成
功
願
望
と
そ
れ
に
基
づ
く
誇
張
癖
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
初
演
に
お
け
る
直
接
的
な
反
応
と
し
て
は
、
唯
一
、
三
月
二
五
日
酌
に
文
思
奇
か
ら
洗
に
届
い
た
書
簡
の
引
用
を
、
「
日
記
」
に
見
る
こ
伊
と
が
出
来
る
。
そ
こ
に
は
「
昨
晩
看
了
魯
芸
的
預
演
、
許
多
人
都
認
h
p
為
音
楽
彼
好
、
都
側
服
体
的
創
作
精
力
(
咋
晩
魯
芸
の
預
演
を
見
て
、
叫
多
く
の
人
が
皆
音
楽
が
す
ば
ら
し
い
と
認
め
、
あ
な
た
の
創
作
力
に
伽
感
心
し
た
)
0
」
と
あ
る
。
そ
の
支
思
奇
は
座
談
会
に
も
出
席
し
て
発
的
言
し
て
い
る
。
「
生
産
大
合
唱
」
是
成
功
的
、
官
的
成
功
的
理
由
是
由
子
把
握
了
芸
術
的
正
確
方
向
、
也
即
是
実
践
了
我
伺
向
来
対
芸
術
方
向
所
下
的
定
論
。
這
歌
曲
成
功
的
地
方
-
第
一
、
是
基
本
上
反
映
現
実
、
能
従
現
実
中
技
到
芸
術
創
作
的
題
材
和
主
題
一
第
二
、
洗星海75 
作
者
能
移
熱
心
地
追
求
着
民
族
的
形
式
。
(
中
略
)
「
生
産
大
合
唱
」
比
「
農
村
曲
」
、
「
寧
民
進
行
曲
」
都
進
歩
一
些
、
但
也
還
存
着
下
列
一
些
一
級
点
与
弱
点
。
(
中
略
)
2
、
「
投
惣
歌
」
好
像
是
碕
頭
工
人
的
歌
声
、
農
民
生
活
難
苦
、
還
不
致
子
這
様
郁
抑
況
問
、
農
村
的
歌
声
多
少
総
応
有
点
回
国
風
味
、
総
応
該
比
遣
軽
快
(
「
生
産
大
合
唱
」
は
成
功
だ
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
芸
術
の
正
確
な
方
向
性
を
把
握
し
て
い
た
か
ら
で
、
つ
ま
り
は
私
た
ち
が
以
前
か
ら
芸
術
に
対
し
て
持
っ
て
い
た
定
論
を
実
践
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
歌
が
成
功
し
た
の
は
、
第
一
に
、
基
本
的
に
現
実
を
反
映
し
、
現
実
の
中
か
ら
芸
術
創
作
の
題
材
と
主
題
と
を
見
つ
け
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
作
者
が
民
族
形
式
を
熱
心
に
追
究
で
き
て
い
る
こ
と
だ
。
(
中
略
)
「
生
産
大
合
唱
」
は
「
農
村
曲
」
「
軍
民
進
行
曲
」
よ
り
は
少
し
進
歩
し
た
が
、
ま
だ
以
下
の
よ
う
な
欠
点
と
弱
点
が
あ
る
。
(
中
略
)
第
二
に
、
「
投
型
歌
」
は
ま
る
で
船
着
き
場
の
労
働
者
の
歌
声
の
よ
う
だ
。
農
民
の
生
活
は
苦
し
い
け
れ
ど
、
こ
れ
ほ
ど
沈
惨
な
も
の
で
は
な
い
。
農
村
の
歌
声
に
は
多
少
田
園
の
雰
囲
気
が
あ
る
は
ず
で
、
こ
れ
よ
り
は
経
快
で
あ
る
べ
き
だ
)
。
交
が
「
生
産
大
合
唱
」
と
二
つ
の
歌
劇
を
比
較
し
て
い
る
の
は
、
後
者
が
先
行
作
品
だ
っ
た
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
「
生
産
大
合
唱
」
が
、
舞
台
衣
装
を
つ
け
て
歌
劇
的
に
上
演
さ
れ
た
こ
と
に
も
〔
幻
)
よ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
6
交
が
挙
げ
る
六
つ
の
欠
点
は
、
そ
の
う
ち
五
つ
が
歌
詞
と
上
演
の
7
 
仕
方
、
上
演
環
境
に
関
す
る
こ
と
で
、
音
楽
に
関
す
る
問
題
は
、
「
投
謹
歌
」
に
関
わ
る
一
つ
だ
け
で
あ
る
。
洗
は
、
一
九
三
六
年
九
月
に
、
映
画
「
壮
志
凌
雲
」
の
挿
入
歌
と
し
て
「
投
惣
歌
」
を
作
曲
し
た
(
呉
永
刷
作
詞
)
。
題
名
か
ら
分
か
る
と
お
り
、
そ
れ
は
「
生
産
大
合
唱
」
と
同
様
、
荒
れ
地
を
耕
す
こ
と
を
主
題
と
す
る
歌
な
の
で
あ
る
が
、
作
曲
の
際
、
洗
は
監
督
や
振
影
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
河
南
省
鄭
州
な
ど
の
黄
河
に
面
し
た
地
域
に
行
き
、
船
着
き
場
で
黄
河
の
船
の
労
働
者
(
船
工
)
の
掛
け
声
を
記
(必
V
録
し
て
い
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
記
録
が
「
投
惣
歌
」
に
は
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
洗
は
「
生
産
大
合
唱
」
の
第
一
場
「
春
耕
」
に
、
そ
の
音
楽
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
形
で
転
用
し
た
。
塞
克
が
転
用
を
前
提
と
し
て
歌
詞
を
作
っ
た
と
い
う
話
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
場
面
と
し
て
は
共
通
し
て
い
る
が
、
「
投
惣
歌
」
の
旋
律
は
船
着
き
場
で
働
く
労
働
者
の
歌
で
あ
る
。
「
春
耕
」
は
農
村
の
春
の
情
景
を
描
い
て
い
る
。
交
に
は
、
そ
れ
が
音
楽
と
情
景
の
ズ
レ
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
座
談
会
前
に
既
に
何
度
か
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
洗
自
身
が
、
こ
れ
に
先
立
つ
発
言
の
中
で
、
「
我
彼
同
意
有
些
同
士
山
給
我
的
批
評
、
説
這
曲
太
一
汎
痛
不
能
表
現
我
例
今
天
為
了
祖
国
解
放
而
開
荒
的
愉
快
情
緒
(
私
は
何
人
か
の
同
志
が
私
に
寄
せ
た
批
評
に
賛
成
だ
。
そ
れ
は
こ
の
曲
は
あ
ま
り
に
も
暗
く
、
私
た
ち
が
今
日
祖
国
を
解
放
す
る
た
め
に
荒
れ
地
を
耕
す
と
い
う
楽
し
い
気
分
を
表
現
で
き
て
い
な
い
と
い
う
も
の
だ
)
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
座
談
会
で
は
、
続
い
て
向
隅
、
鹿
慈
、
李
清
宇
が
詞
や
演
出
に
つ
い
て
多
少
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
後
、
ト
一
が
「
許
多
人
都
説
、
「
生
産
大
合
唱
」
是
非
常
大
衆
化
、
我
想
問
、
為
甚
鹿
演
到
現
在
己
ご
箇
月
了
、
還
不
流
伝
在
大
衆
裏
(
多
く
の
人
が
み
ん
な
、
「
生
産
大
合
唱
」
は
非
常
に
大
衆
化
し
て
い
る
と
一
一
吉
う
が
、
で
は
ど
う
し
て
初
演
か
ら
一
一
ヶ
月
も
経
つ
の
に
、
大
衆
の
中
に
広
が
っ
て
い
か
な
い
の
か
)
?
」
と
疑
問
を
呈
し
た
。
洗
の
「
日
記
」
を
た
ど
る
と
、
こ
の
座
談
会
ま
で
の
わ
ず
か
一
ヶ
月
半
の
聞
に
、
延
安
で
「
生
産
大
合
唱
」
は
七
回
も
演
奏
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
由
の
規
模
を
考
え
る
と
、
非
常
に
多
い
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
卜
一
が
大
衆
の
中
に
広
ま
っ
て
い
な
い
と
言
う
の
は
、
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
「
生
産
大
合
唱
」
を
聴
き
に
演
奏
会
場
に
足
を
運
ん
だ
の
が
、
外
来
の
賓
客
や
延
安
在
住
の
隈
ら
れ
た
知
識
人
で
あ
っ
て
、
一
般
大
衆
は
あ
ま
り
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
延
安
の
外
に
広
ま
っ
て
行
か
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
答
え
、
会
を
ま
と
め
た
の
は
洗
の
前
と
後
に
魯
芸
で
音
楽
系
主
任
を
務
め
、
延
安
音
楽
界
に
お
い
て
洗
に
次
ぐ
立
場
に
あ
っ
た
と
息
わ
れ
る
巴
麟
で
あ
る
。
幾
年
来
作
曲
比
較
成
功
的
、
「
生
産
大
合
唱
」
還
是
第
一
筒
、
作
品
的
成
功
、
是
由
子
作
曲
観
点
的
正
確
、
大
衆
化
与
民
族
化
武漢から延安へ(平居)
都
充
分
能
惨
発
揮
。
(
中
略
)
乞
不
能
立
刻
流
伝
関
去
、
因
為
色
還
柏
駅
乏
了
許
多
条
件
一
第
一
、
官
是
一
箇
有
連
貫
性
的
大
合
唱
、
未
使
分
開
来
唱
-
第
二
、
色
没
有
彼
多
的
機
会
去
進
行
向
大
衆
教
唱
。
難
扶
…
有
許
多
原
因
這
様
限
定
乞
、
但
官
也
有
了
相
当
発
展
、
在
学
生
中
、
機
関
中
、
兵
団
中
、
該
子
中
、
「
二
月
裏
来
」
与
「
酸
築
刺
」
那
両
箇
歌
曲
却
広
氾
地
唱
着
。
(
中
略
)
其
次
是
作
風
、
幾
年
前
我
例
偉
大
的
背
年
音
楽
家
話
耳
先
生
創
作
一
筒
新
的
作
風
、
一
改
中
国
音
楽
過
去
萎
廊
傷
感
的
作
風
、
乞
是
非
常
健
康
而
且
帯
着
豊
満
的
革
命
的
熱
力
。
到
現
在
中
国
許
多
歌
曲
、
還
是
表
現
柔
和
傷
感
、
没
有
光
和
力
的
多
。
「
生
産
大
合
唱
」
不
但
継
承
着
遺
作
風
、
併
且
進
一
歩
去
発
展
乞
、
官
有
光
有
力
、
軽
快
活
溌
、
也
非
常
値
得
我
例
賛
揚
(
数
年
来
の
作
品
の
中
で
比
較
的
成
功
し
た
も
の
と
し
て
は
、
「
生
産
大
合
唱
」
が
や
っ
ぱ
り
第
一
だ
。
作
品
の
成
功
は
作
曲
観
点
の
正
確
さ
に
よ
っ
て
お
り
、
大
衆
化
と
民
衆
化
も
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
(
中
略
)
そ
れ
が
す
ぐ
に
広
ま
っ
て
い
か
な
い
の
は
、
多
く
の
条
件
が
欠
け
て
い
る
か
ら
だ
。
第
一
に
、
そ
れ
が
ま
と
ま
り
の
あ
る
大
合
唱
で
、
分
け
る
わ
け
に
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
第
二
に
、
大
衆
に
歌
を
教
え
に
行
く
機
会
が
あ
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
多
く
の
原
因
が
あ
っ
て
広
ま
っ
て
は
い
な
い
が
、
相
当
な
発
展
が
あ
る
の
も
確
か
だ
。
学
生
の
中
、
政
府
機
関
の
中
、
兵
団
の
中
、
子
供
の
中
で
、
「
二
月
裏
来
」
と
「
酸
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棄
刺
」
と
い
う
こ
つ
の
歌
は
、
広
く
歌
わ
れ
て
い
る
。
(
中
略
)
次
は
作
風
だ
。
数
年
前
、
我
々
の
偉
大
な
青
年
音
楽
家
請
耳
先
生
は
新
し
い
作
風
を
作
っ
た
が
、
そ
れ
は
中
国
音
楽
の
過
去
の
弱
々
し
く
感
傷
的
な
作
風
を
改
め
、
非
常
に
健
康
で
豊
か
な
革
命
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
帯
び
た
も
の
だ
。
現
在
に
至
る
ま
で
、
中
国
の
多
く
の
歌
曲
は
、
や
っ
ぱ
り
表
現
が
柔
和
で
感
傷
的
で
、
光
と
力
の
な
い
も
の
が
多
い
。
「
生
産
大
合
唱
」
は
、
請
の
作
風
を
受
け
継
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、
更
に
一
歩
を
進
め
て
発
展
さ
せ
、
光
と
力
が
あ
り
、
軽
快
活
発
で
、
我
々
が
褒
め
称
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
)
。
呂
は
、
「
生
産
大
合
唱
」
を
高
く
評
価
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
支
と
ほ
ぼ
同
様
に
、
「
大
衆
化
」
と
「
民
族
化
」
の
成
功
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
卜
一
の
疑
問
に
答
え
、
流
行
し
な
い
理
由
と
し
て
、
内
容
に
一
貫
性
が
あ
る
大
合
唱
の
た
め
、
分
割
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
、
大
衆
へ
の
指
導
機
会
の
不
足
、
と
い
う
二
点
を
挙
げ
る
。
一
方
、
こ
の
こ
と
と
矛
盾
す
る
が
、
様
々
な
団
体
の
中
で
、
「
生
産
大
合
唱
」
第
二
坊
の
一
部
で
あ
る
「
二
月
裏
来
」
と
「
酸
築
刺
」
は
、
広
く
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
「
生
産
大
合
唱
」
が
民
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
証
左
と
し
て
い
る
。
確
か
に
、
そ
れ
ら
一
一
曲
の
中
で
も
、
「
二
月
裏
来
」
は
、
当
時
に
関
す
る
証
言
類
に
も
よ
く
登
場
す
る
。
例
え
ば
、
周
貌
崎
は
、
「
「
生
マ
マ
産
大
合
唱
」
中
的
「
二
月
裏
」
也
是
在
敵
後
農
村
中
流
行
得
最
広
也
8
最
久
的
一
箇
鵬
(
「
生
産
大
合
唱
」
中
の
「
二
月
裳
来
」
も
敵
後
方
7
の
農
村
で
最
も
広
く
長
く
流
行
し
た
歌
だ
)
。
」
と
言
、
っ
。
洗
が
「
人
民
音
楽
家
」
と
し
て
絶
対
祝
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
四
五
年
一
一
月
に
、
そ
の
卦
報
が
モ
ス
ク
ワ
か
ら
延
安
に
届
い
た
時
、
毛
沢
東
が
「
為
人
民
的
音
楽
家
洗
星
海
同
士
山
致
哀
」
と
い
う
弔
調
を
寄
せ
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
「
生
産
大
合
唱
」
作
曲
の
時
点
で
、
洗
は
党
員
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
共
産
党
に
試
さ
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
呂
脱
が
後
の
国
歌
「
義
勇
軍
進
行
曲
」
の
作
曲
者
・
鵡
耳
の
後
継
者
と
し
て
洗
を
高
く
持
ち
上
げ
る
の
は
、
必
ず
し
も
、
政
治
的
事
情
に
よ
っ
て
、
そ
う
評
価
す
る
こ
と
が
暗
に
強
い
ら
れ
て
い
た
か
ら
と
は
言
え
な
い
。
や
は
り
、
呂
験
と
し
て
の
高
い
評
価
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
曲
は
「
二
月
裏
来
」
以
外
、
全
体
と
し
て
は
さ
ほ
ど
多
く
の
演
奏
機
会
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
、
こ
の
直
後
に
「
黄
河
大
合
唱
」
が
完
成
し
、
そ
れ
が
「
生
産
大
合
唱
」
の
地
位
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
主
お
わ
り
に
洗
の
作
曲
活
動
を
代
表
す
る
「
大
合
唱
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
合
唱
組
曲
は
、
「
生
産
大
合
唱
」
で
誕
生
し
た
。
そ
の
萌
芽
は
、
武
漢
で
作
っ
た
「
闘
争
就
有
勝
利
」
に
あ
っ
た
。
歌
劇
の
作
曲
や
、
民
歌
を
曲
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
対
す
る
関
心
も
ま
た
武
漢
時
代
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
延
安
に
移
動
し
、
歌
劇
「
軍
民
進
行
曲
」
で
大
規
模
な
曲
の
作
曲
経
験
を
積
ん
だ
こ
と
、
塞
克
と
い
う
上
海
以
来
合
作
関
係
の
あ
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
延
安
で
再
会
で
き
た
こ
と
な
ど
が
、
「
大
合
唱
」
成
立
の
要
因
と
な
っ
た
。
「
生
産
大
合
唱
」
座
談
会
で
、
洗
は
音
楽
に
お
け
る
「
大
衆
化
」
「
民
族
化
」
「
芸
術
化
」
の
重
要
性
を
訴
え
る
。
「
大
衆
化
」
と
「
芸
術
化
」
は
、
矛
盾
し
か
ね
な
い
。
洗
は
、
「
生
産
大
合
唱
」
で
、
そ
れ
ら
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
追
求
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
紙
幅
の
都
合
で
、
そ
の
頂
点
た
る
「
黄
河
大
合
唱
」
に
触
れ
る
余
裕
は
な
い
。
そ
れ
を
次
稿
の
課
題
と
し
た
い
。
注
(
1
)
「
救
亡
音
楽
運
動
家
・
洗
星
海
の
誕
生
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
第
一
O
七
号
、
二
O
一
二
年
)
。
(
2
)
馬
可
『
洗
星
海
伝
』
(
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
O
年
)
(
3
)
岩
崎
富
久
男
「
洗
墨
海
の
生
涯
」
(
上
一
『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
第
八
六
号
、
一
九
七
四
年
中
同
第
一
一
一
一
号
、
一
九
七
八
年
下
そ
の
一
・
同
一
二
六
号
一
九
七
九
年
下
そ
の
一
一
同
第
一
三
三
号
一
九
八
O
年)。
(
4
)
泰
啓
明
「
必
星
海
年
諮
問
編
」
(
『
星
海
音
楽
院
学
報
』
一
九
八
九
年
第
二
期
統
一
同
第
一
O
期
続
二
同
第
一
二
期
続
完
.
同
一
九
九
O
年
第
四
期
)
な
お
、
秦
に
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
も
の
と
し
て
、
『
洗
星
海
」
(
長
江
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
O
年
)
が
あ
る
が
、
典
拠
が
示
さ
れ
な
い
上
、
自
由
な
想
像
を
織
り
交
ぜ
て
書
い
た
物
語
風
の
も
の
で
あ
る
。
(
5
)
戴
鵬
海
「
唯
史
不
可
以
為
偽
|
|
泰
啓
明
『
洗
星
海
年
諮
問
編
』
偽
誤
実
録
」
(
上
『
星
海
音
楽
学
院
学
報
』
一
九
九
六
年
第
一
期
下
一
間
第
二
期
)
。
(6)
在
統
和
『
中
国
近
現
代
音
楽
史
(
近
代
部
分
)
』
(
高
等
教
育
出
版
社
、
二
O
O
五
年
)
、
夏
櫛
洲
『
中
国
近
現
代
音
楽
史
簡
編
』
(
上
海
音
楽
出
版
社
、
ご
O
O
四
年
)
、
余
甲
方
『
中
国
近
代
音
楽
史
』
(
上
海
人
民
出
版
社
、
二
O
O
六
年
)
、
陳
志
田
町
『
抗
戦
音
楽
史
』
(
黄
河
出
版
社
、
ニ
O
O
五
年
)
。
日
本
で
は
、
中
国
音
楽
研
究
会
編
『
新
中
園
の
音
楽
』
(
飯
塚
書
応
、
一
九
五
六
年
)
の
紹
介
が
最
も
充
実
し
て
い
る
が
、
考
証
も
含
め
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
(
7
)
明
言
つ
洗
学
。
研
究
甲
子
録
|
|
洗
昼
海
研
究
六
O
年
烏
服
」
船
(
上
一
「
音
楽
探
索
』
二
O
O七
年
一
期
。
下
同
二
期
)
参
照
。
停
(
8
)
一
九
四
0
1
四
五
年
に
か
け
て
、
ソ
連
で
脅
さ
綴
ら
れ
た
。
『
洗
れ
星
海
全
集
』
(
以
下
、
全
集
と
略
)
第
一
巻
(
広
東
高
等
教
育
出
版
社
、
監
一
九
八
九
年
)
所
収
。
洗
の
文
章
は
全
て
こ
の
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
料
る
の
で
、
以
後
必
要
に
応
じ
て
初
出
の
み
注
記
す
る
。
減
(
9
)
後
述
の
「
闘
争
就
有
勝
利
」
を
除
き
、
全
て
全
集
第
二
巻
(
岡
、
一
九
九
O
年
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
一
山
(
刊
)
斉
唱
と
独
唱
の
別
は
、
全
集
の
分
類
に
従
う
。
こ
の
分
類
の
根
拠
洗
は
不
明
。
小
節
数
に
つ
い
て
は
前
奏
間
奏
後
奏
を
省
き
、
反
復
は
考
慮
せ
ず
、
単
純
に
歌
唱
部
分
を
数
え
て
あ
る
。
(
日
)
一
九
三
五
年
秋
に
南
京
で
作
ら
れ
た
一
曲
を
含
む
。
79 
(
ロ
)
一
九
三
八
年
一
月
三
六
日
か
ら
二
月
一
九
日
ま
で
に
安
陸
で
書
か
れ
た
五
曲
を
含
む
。
(
日
)
演
劇
第
二
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
上
海
を
離
れ
る
前
日
以
降
、
一
九
四
O
年
二
月
頃
ま
で
の
洗
の
足
跡
は
、
彼
の
「
日
記
」
に
よ
っ
て
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
M
)
全
集
第
四
巻
(
問
、
一
九
九
O
年
)
所
収
。
(
日
)
「
雑
記
」
。
鹿
地
亘
に
つ
い
て
は
、
貌
突
雄
「
郭
沫
若
与
鹿
地
一
民
こ
(
『
郭
沫
若
学
刊
』
三
0
0
0年
第
四
期
)
と
郭
沫
若
『
抗
日
戦
回
想
録
』
(
岡
崎
俊
夫
訳
が
『
中
国
現
代
文
学
選
集
』
第
一
五
巻
、
平
凡
社
、
一
九
六
二
年
、
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
原
題
は
『
洪
波
曲
』
一
九
五
八
年
発
表
)
を
併
せ
参
照
。
(
凶
)
侯
唯
動
「
第
一
次
見
洗
星
海
」
(
初
出
『
群
衆
音
楽
』
一
九
八
一
一
年
八
月
。
「
洗
星
海
専
輯
(
四
)
』
広
東
省
高
等
教
育
出
版
社
、
一
九
八
三
年
所
収
)
に
よ
れ
ば
、
原
詩
は
九
節
で
、
洗
は
そ
の
う
ち
五
つ
に
曲
を
付
け
た
と
い
う
。
胡
風
編
『
七
月
』
第
一
O
期
(
七
月
社
、
一
九
三
八
年
三
月
)
を
見
る
と
、
「
闘
争
就
有
勝
利
」
は
八
節
の
形
で
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
も
の
が
三
曲
で
あ
る
こ
と
も
併
せ
考
え
る
と
、
全
集
編
注
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
(
げ
)
全
集
第
四
巻
所
収
。
こ
の
曲
に
つ
い
て
は
、
満
新
頴
「
洗
星
海
φ
中
国
気
派
。
歌
劇
|
|
対
『
軍
民
進
行
曲
』
的
再
認
識
」
(
『
音
楽
研
究
』
ご
O
O九
年
第
五
期
)
と
い
う
好
論
が
あ
る
。
そ
の
民
族
的
性
格
と
国
統
区
で
の
影
響
が
検
討
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
論
で
は
そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
補
う
形
で
論
を
進
め
た
い
。
(
時
)
梁
必
業
「
紅
軍
時
期
的
文
芸
活
動
」
(
『
中
国
人
民
解
放
軍
文
芸
史
判
選
編
』
紅
寧
時
期
上
冊
、
解
放
軍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
所
収
)
。
80 
(
日
)
初
出
、
『
武
漢
日
報
』
一
九
三
八
年
一
月
一
七
日
。
(
却
)
『
延
安
文
芸
叢
書
』
第
八
巻
「
歌
劇
巻
」
(
湖
南
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
七
年
三
脚
本
も
全
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
(
幻
)
粗
品
三
「
関
子
中
央
革
命
根
拠
地
活
劇
工
作
的
回
憶
」
(
一
九
五
七
年
。
初
出
『
中
国
話
劇
運
動
五
十
年
史
料
集
』
中
国
戯
劇
出
版
社
、
一
九
五
八
年
。
注
(
珂
)
前
掲
番
所
収
)
。
(n)
石
聯
星
「
秋
白
同
志
、
我
柄
永
遠
懐
念
体
」
(
一
九
人
O
年
五
月
。
初
出
『
人
民
日
報
』
一
九
八
O
年
六
月
十
六
日
第
五
版
。
注
(
団
)
前
掲
番
所
収
)
(
お
)
秋
吉
久
紀
夫
『
華
北
根
拠
地
の
文
学
運
動
』
(
評
論
社
、
一
九
七
六
年
)
第
V
章
第
5
節。
(
M
)
こ
の
問
題
は
、
文
芸
の
大
衆
化
問
題
と
の
関
係
で
重
要
な
の
で
、
い
ず
れ
改
め
て
論
じ
る
が
、
例
え
ば
、
中
共
中
央
幹
部
教
育
部
長
・
綴
逝
(
李
維
漢
)
は
、
一
九
三
九
年
四
月
一
O
日
に
魯
芸
で
行
っ
た
「
教
育
方
針
与
忽
様
実
施
教
育
方
針
」
と
い
う
報
告
(
「
延
安
魯
芸
回
憶
録
」
光
明
日
報
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
所
収
)
の
中
で
、
「
集
体
」
で
研
究
、
討
論
、
指
導
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
(
お
)
「
民
歌
研
究
」
一
九
三
九
年
一
一
月
一
六
日
捌
筆
の
講
義
ノ
l
ト
第
I
車。
(
お
)
時
楽
濠
「
良
師
益
友
j
星
海
与
三
期
音
楽
系
片
断
」
(
注
(μ)
前
掲
書
)
な
ど
。
(
幻
)
唐
栄
枚
「
延
安
的
第
一
部
歌
劇
《
農
村
曲
》
」
(
注
(
包
)
前
掲
書
)
。
(
お
)
隙
学
昭
『
延
安
訪
問
記
」
北
極
書
庖
、
一
九
四
O
年
。
「
民
図
叢
書
』
第
五
編
七
九
(
上
海
書
居
、
一
九
九
六
年
)
所
収
。
中
野
美
代
子
訳
が
、
『
中
国
現
代
文
学
選
集
』
第
一
六
巻
(
平
凡
社
、
一
九
六
三
年
)
に
あ
る
。
(
却
)
原
文
「
第
一
次
預
演
」
だ
が
、
預
演
が
一
一
回
行
わ
れ
た
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
直
前
に
「
第
一
次
演
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
第
一
次
」
は
最
初
の
演
奏
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
「
預
演
」
「
初
演
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
東
北
大
学
中
国
語
学
文
学
論
集
』
第
一
八
号
(ご
O
二
=
年
)
所
載
の
拙
論
「
「
黄
河
大
合
唱
」
の
成
立
」
参
照
。
(
初
)
「
草
民
進
行
曲
」
初
演
前
後
に
書
い
た
と
恩
わ
れ
る
文
章
だ
が
、
中
園
芸
術
研
究
院
音
楽
研
究
所
に
謄
写
版
印
刷
に
よ
る
前
半
部
分
だ
け
が
保
存
さ
れ
て
い
て
、
後
半
を
欠
い
て
い
る
(
全
集
編
注
)
。
(
担
)
注
(
お
)
前
掲
邦
訳
の
「
解
説
」
。
(
お
)
抗
敵
劇
団
歴
史
編
写
聯
絡
組
「
活
腕
在
准
南
敵
後
的
文
芸
戦
斗
隊
ー
ー
新
四
軍
江
北
指
揮
部
(
二
師
)
抗
敵
劇
団
散
記
」
(
注
(
路
)
前
掲
昔
、
抗
日
戦
争
時
期
第
四
冊
、
一
九
八
八
年
)
。
(
お
)
全
柏
市
第
四
巻
に
、
ス
ケ
ッ
チ
の
一
部
が
写
真
で
収
録
さ
れ
て
お
り
、
解
説
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
(M)
全
集
第
三
巻
(
一
九
九
O
年
)
所
収
。
た
だ
し
、
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
四
場
形
式
で
あ
り
、
伴
奏
に
も
後
人
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
「
雑
記
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
O
年
春
に
「
秋
収
突
蝶
」
の
歌
詞
が
書
き
加
え
ら
れ
た
た
め
、
新
た
に
曲
も
付
け
て
全
凶
場
に
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
注
(
お
)
前
掲
ノ
l
ト
で
は
既
に
「
「
生
産
大
合
唱
」
(
四
段
ご
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
一
九
三
九
年
秋
ま
で
に
加
筆
は
終
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
曲
の
名
称
は
、
当
初
「
生
産
運
動
大
合
唱
」
で
あ
っ
た
が
、
五
月
頃
か
ら
「
生
産
大
合
唱
」
に
変
わ
っ
て
行
く
。
各
場
の
名
称
も
、
こ
こ
で
は
「
日
記
」
に
見
ら
れ
武i其から延安へ(平居)
る
初
演
時
の
も
の
を
書
い
た
が
、
最
終
的
(
『
全
集
』
に
は
「
春
耕
」
「
播
種
」
「
秋
収
」
「
最
年
」
と
な
る
。
(
お
)
塞
克
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
楊
志
和
・
陳
恭
恭
整
理
「
塞
克
年
表
」
(
『
肌
獅
i
塞
克
文
集
』
文
化
芸
術
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
所
収
)
に
よ
る
。
(
お
)
こ
の
座
談
会
の
記
録
は
、
『
文
芸
突
懲
』
第
一
巻
第
一
期
(
一
九
三
九
年
)
に
発
表
さ
れ
た
(
全
集
編
注
)
。
洗
は
そ
れ
を
切
り
取
っ
て
、
「
雑
記
」
の
「
生
産
大
合
唱
」
の
項
の
末
尾
に
貼
っ
て
い
た
た
め
、
全
集
で
も
そ
こ
に
収
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
注
(
お
)
前
掲
文
集
に
も
付
録
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
(
幻
)
塞
克
「
我
這
箇
人
」
(
注
(
お
)
前
掲
文
集
所
収
。
執
筆
は
一
九
九
二
年
で
、
文
集
の
た
め
に
書
き
下
ろ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
)
。
な
お
、
塞
克
は
こ
の
文
章
の
中
で
、
「
生
産
大
合
唱
」
作
詞
の
経
緯
に
も
触
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
洗
は
「
大
合
唱
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
ず
、
「
塞
克
先
生
、
体
要
写
箇
腐
害
的
有
伶
量
的
束
西
(
塞
克
先
生
、
強
烈
で
分
量
が
あ
る
の
を
書
い
て
く
だ
さ
い
こ
と
だ
け
言
っ
て
い
る
の
で
、
「
大
合
唱
」
と
い
う
言
葉
を
発
案
し
た
の
は
塞
克
で
あ
る
か
の
よ
う
に
読
め
る
。
座
談
会
が
、
洗
-
塞
を
含
む
多
く
の
人
々
の
い
る
中
で
行
わ
れ
た
の
に
対
し
、
「
我
這
箇
人
」
は
、
五
O
年
あ
ま
り
を
経
て
の
自
伝
で
あ
る
た
め
、
塞
克
に
有
利
な
潤
色
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
採
ら
な
か
っ
た
。
(
お
)
『
延
安
|
|
魯
迅
芸
術
文
学
院
紀
事
(
一
九
三
八
一
九
四
六
)
』
(
魯
芸
校
友
会
内
部
出
版
物
、
一
九
八
八
年
)
。
(
ぬ
)
初
出
『
東
北
作
家
』
一
九
八
八
年
創
刊
号
、
注
(
お
)
前
掲
文
集
所
収
。
収
録
の
形
)
洗星海81 
(
羽
)
注
(
l
)
前
掲
論
文
。
(
H
U
)
注
(
叩
)
前
掲
記
事
。
(
位
)
「
洗
車
一
海
伝
小
考
」
(
円
集
刊
東
洋
学
」
第
一
O
四
号
、
二
O
一
O
年)。
(
必
)
こ
れ
は
初
演
の
時
だ
け
の
話
で
は
な
い
。
動
物
が
登
場
す
る
こ
と
や
、
塞
克
が
第
二
場
に
(
用
活
報
劇
形
式
演
出
)
と
指
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
あ
っ
て
、
こ
の
山
は
そ
の
後
も
歌
劇
的
な
演
出
の
為
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
張
平
「
入
路
軍
三
八
五
旅
宣
伝
隊
史
料
」
(
注
(
国
)
前
掲
香
、
抗
日
戦
争
時
期
第
三
冊
、
一
九
人
八
年
)
に
は
「
歌
劇
「
生
産
大
合
唱
」
」
と
い
う
表
現
も
見
え
る
。
(
叫
)
全
集
第
二
巻
「
桂
惣
歌
」
の
編
注
。
(
必
)
周
挽
時
「
解
放
区
人
民
熱
愛
星
海
同
志
」
(
初
出
『
解
放
日
報
』
一
九
四
五
年
二
月
一
五
日
。
『
洗
星
海
専
鞘
(
一
一
)
』
中
央
音
楽
院
中
国
音
楽
研
究
所
内
部
資
料
、
一
九
六
二
年
、
所
収
)
。
